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台台
風風
のの
接接
近近
にに
よよ
りり
、、
1100
月月
3300
日日
かか
らら
３３

日日
にに
日日
程程
をを
変変
更更
しし
てて
、、
第第
3366
回回
新新
翔翔
七七
海海

祭祭
がが
挙挙
行行
ささ
れれ
たた
。。
当当
日日
はは
素素
晴晴
らら
しし
いい
秋秋

晴晴
れれ
のの
一一
日日
とと
なな
りり
、、
たた
くく
ささ
んん
のの
来来
客客
でで

展展
示示
会会
場場
、、
ババ
ザザ
ーー
会会
場場
とと
もも
にに
ぎぎ
わわ
っっ
たた
。。

午午
前前
９９
時時
よよ
りり
体体
育育
館館
でで
開開
会会
式式
典典
とと
スス

テテ
ーー
ジジ
発発
表表
のの
披披
露露
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
今今
年年
はは

１１
――
２２
、、
１１
――
３３
、、
２２
――
３３
、、
２２
――
４４
、、

３３
――
１１
、、
３３
――
５５
、、
３３
年年
生生
有有
志志
とと
多多
数数
のの

クク
ララ
スス
なな
どど
がが
参参
加加
。。
ダダ
ンン
スス
、、
よよ
ささ
ここ
いい

ソソ
ーー
ララ
ンン
なな
どど
音音
楽楽
、、
衣衣
装装
、、
振振
りり
付付
けけ
にに

工工
夫夫
をを
凝凝
らら
しし
たた
スス
テテ
ーー
ジジ
がが
繰繰
りり
広広
げげ
らら

れれ
たた
。。

展展
示示
部部
門門
でで
はは
、、
ここ
とと
しし
はは
ビビ
ッッ
ググ
アア
ーー

トト
がが
多多
数数
登登
場場
しし
たた
。。
校校
舎舎
外外
壁壁
やや
悠悠
久久
館館

外外
壁壁
にに
はは
、、
３３
――
２２
のの
、、
ママ
イイ
ケケ
ルル
ジジ
ャャ
クク

ソソ
ンン
をを
描描
いい
たた
ネネ
ッッ
トト
アア
ーー
トト
、、
１１
――
１１
、、

１１
――
５５
のの
モモ
ザザ
イイ
クク
壁壁
画画
がが
飾飾
らら
れれ
、、
中中
庭庭

にに
はは
２２
――
１１
のの
４４
万万
本本
のの
割割
りり
箸箸
でで
作作
っっ
たた

ビビ
ッッ
ググ
アア
ーー
トト
、、
３３
――
３３
のの
ババ
ルル
ーー
ンン
アア
ーー

トト
がが
展展
示示
ささ
れれ
たた
。。

ババ
ザザ
ーー
会会
場場
はは
３３
時時
間間
のの
開開
催催
期期
間間
中中
、、

生生
徒徒
もも
含含
めめ
たた
来来
客客
でで
大大
にに
ぎぎ
わわ
いい
。。
やや
やや

肌肌
寒寒
いい
日日
よよ
りり
のの
せせ
いい
かか
、、
温温
かか
いい
食食
べべ
物物

がが
人人
気気
をを
集集
めめ
てて
いい
たた
。。
恒恒
例例
のの
新新
翔翔
ママ
ーー

ケケ
ッッ
トト
でで
はは
、、
２２
年年
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ
選選
択択

生生
徒徒
がが
売売
りり
子子
にに
なな
っっ
てて
、、
地地
元元
産産
のの
野野
菜菜

やや
魚魚
介介
類類
、、
新新
翔翔
ブブ
ララ
ンン
ドド
のの
ママ
ググ
ロロ
缶缶
をを

販販
売売
しし
たた
。。
野野
菜菜
のの
値値
段段
がが
高高
騰騰
しし
てて
いい
るる

中中
、、
白白
菜菜
１１
株株
２２
００
００
円円
、、
キキ
ャャ
ベベ
ツツ
１１
玉玉

１１
５５
００
円円
なな
どど
格格
安安
でで
販販
売売
ささ
れれ
、、
飛飛
ぶぶ
よよ

うう
にに
売売
れれ
てて
いい
たた
。。
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中中
高高
連連
絡絡
会会
議議

９９
日日
、、
近近
隣隣
中中
学学
校校
のの
先先

生生
方方
をを
おお
招招
きき
しし
てて
授授
業業
参参

観観
をを
しし
てて
頂頂
きき
、、
引引
きき
続続
きき
、、

中中
高高
連連
絡絡
会会
議議
をを
開開
催催
しし
たた
。。

学学
校校
長長
のの
ああ
いい
ささ
つつ
をを
兼兼

ねね
たた
学学
校校
概概
況況
説説
明明
のの
後後
、、

教教
務務
部部
長長
、、
保保
健健
体体
育育
部部
長長

かか
らら
平平
成成
2233
年年
度度
のの
学学
校校
入入

1155
日日
、、
第第
２２
回回
学学
校校
評評
議議

員員
会会
・・
育育
友友
会会
合合
同同
会会
議議
をを

開開
催催
しし
たた
。。
評評
議議
員員
・・
保保
護護

者者
のの
皆皆
ささ
んん
にに
よよ
るる
校校
内内
のの

施施
設設
見見
学学
・・
授授
業業
参参
観観
のの
ああ

平平
成成
2222
年年
度度｢｢

税税
にに
関関
すす

るる
高高
校校
生生
のの
作作
文文｣｣

でで
本本
校校

生生
徒徒
３３
年年
３３
組組
のの
松松
本本
ああ
ゆゆ

みみ
ささ
んん
がが
新新
宮宮
・・
東東
牟牟
婁婁
租租

税税
教教
育育
推推
進進
協協
議議
会会
長長
賞賞
をを

受受
賞賞
しし
たた
。。
1177
日日
、、
本本
校校
にに

上上
野野
稔稔
新新
宮宮
税税
務務
署署
長長
がが
訪訪

れれ
表表
彰彰
をを
受受
けけ
たた
。。

受受
賞賞
しし
たた
松松
本本
ささ
んん
はは
、、

｢｢

とと
てて
もも
うう
れれ
しし
いい
でで
すす
。。

ここ
のの
機機
会会
にに
税税
にに
関関
すす
るる
意意

識識
がが
高高
まま
りり
まま
しし
たた｣｣

とと
話話

しし
てて
いい
たた
。。

1122
日日
、、
全全
校校
生生
徒徒
をを
対対
象象

にに
体体
育育
館館
でで｢｢
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ

ッッ
トト
トト
ララ
ブブ
ルル
防防
止止
講講
話話｣｣

がが
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。
講講
師師
はは
、、

田田
辺辺
市市
にに
ああ
るる
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人

情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
研研
究究
所所

のの
山山
中中
薫薫
ささ
んん
でで
、、
イイ
ンン

タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
のの
安安
全全
なな
利利
用用

法法
やや
ネネ
ッッ
トト
犯犯
罪罪
、、
まま
たた
そそ

のの
対対
処処
法法
にに
つつ
いい
てて
学学
んん
だだ
。。

携携
帯帯
電電
話話
やや
パパ
ソソ
ココ
ンン
でで

のの
ネネ
ッッ
トト
利利
用用
時時
のの
ママ
ナナ
ーー
、、

ネネ
ッッ
トト
犯犯
罪罪
なな
どど
をを
パパ
ワワ
ーー

ポポ
イイ
ンン
トト
でで
解解
説説
いい
たた
だだ
いい

たた
。。
そそ
のの
中中
でで｢｢

ネネ
ッッ
トト
でで

のの
書書
きき
込込
みみ
はは
匿匿
名名
性性
がが
高高

いい
とと
いい
わわ
れれ
るる
がが
、、
調調
べべ
れれ

ばば
誰誰
がが
書書
いい
たた
のの
かか
がが
わわ
かか

るる
。。
悪悪
質質
なな
ひひ
ぼぼ
うう
やや
中中
傷傷

はは
消消
去去
ささ
れれ
るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、

場場
合合
にに
よよ
っっ
てて
はは
補補
導導
ささ
れれ

るる
場場
合合
もも
ああ
るる｣｣

とと
説説
明明
ささ

れれ
たた
。。

続続
いい
てて
、、
未未
成成
年年
がが
携携
帯帯

電電
話話
のの
出出
会会
いい
系系
ササ
イイ
トト
やや
、、

架架
空空
請請
求求
メメ
ーー
ルル
にに
よよ
るる
犯犯

罪罪
にに
巻巻
きき
込込
まま
れれ
てて
いい
くく
内内

容容
のの
ＤＤ
ＶＶ
ＤＤ
がが
上上
映映
ささ
れれ
、、

｢｢

犯犯
罪罪
性性
のの
ああ
るる
ササ
イイ
トト
はは

利利
用用
しし
なな
いい｣｣

、、｢｢

ネネ
ッッ
トト
上上

にに
安安
易易
にに
個個
人人
情情
報報
をを
提提
供供

しし
なな
いい｣｣

なな
どど
のの
トト
ララ
ブブ
ルル

防防
止止
のの
啓啓
発発
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。

最最
後後
にに
、、
山山
中中
ささ
んん
はは

｢｢

自自
分分
だだ
けけ
はは
大大
丈丈
夫夫
とと
思思

わわ
ずず
にに
、、
ネネ
ッッ
トト
でで
知知
りり
合合

っっ
たた
人人
をを
安安
易易
にに
信信
用用
しし
たた

りり
、、
会会
っっ
たた
りり
しし
なな
いい
ここ
とと
。。

フフ
ィィ
ルル
タタ
リリ
ンン
ググ
機機
能能
をを
活活

用用
すす
るる
ここ
とと
。。
もも
しし
トト
ララ
ブブ

ルル
にに
巻巻
きき
込込
まま
れれ
たた
らら
、、
一一

人人
でで
悩悩
まま
ずず
にに
身身
近近
なな
人人
やや
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４４
月月
かか
らら
新新
翔翔
高高
校校
でで

勤勤
務務
しし
てて
おお
りり
まま
すす
宮宮
下下

隼隼
一一
でで
すす
。。
担担
当当
教教
科科
はは

保保
健健
体体
育育
でで
クク
ララ
ブブ
はは
硬硬

式式
野野
球球
部部
のの
監監
督督
をを
ささ
せせ

てて
頂頂
いい
てて
おお
りり
まま
すす
。。
部部

員員
はは
現現
在在
２２
年年
生生
1122
人人
、、

１１
年年
生生
８８
人人
、、
ママ
ネネ
ジジ

ャャ
ーー
４４
人人
のの
2244
人人
でで
毎毎
日日

放放
課課
後後
かか
らら
夜夜
遅遅
くく
まま
でで

活活
動動
しし
てて
いい
まま
すす
。。
来来
年年

のの
夏夏
のの
大大
会会
にに
はは
新新
しし
くく

なな
っっ
たた
校校
歌歌
をを
皆皆
様様
方方
にに

聞聞
いい
てて
もも
らら
ええ
るる
よよ
うう
頑頑

張張
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

本本
校校
のの
生生
徒徒
はは
、、
明明
るる

くく
てて
活活
発発
なな
生生
徒徒
がが
多多
いい

のの
でで
、、
授授
業業
をを
通通
しし
てて
毎毎

日日
元元
気気
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
まま

すす
。。
４４
月月
にに
赴赴
任任
しし
てて
、、

ここ
のの
地地
方方
のの
素素
晴晴
らら
しし
ささ

をを
知知
るる
たた
めめ
にに
那那
智智
大大

社社
、、
串串
本本
のの
橋橋
杭杭
岩岩
、、
神神

倉倉
山山
なな
どど
にに
足足
をを
運運
びび
まま

しし
たた
。。
大大
きき
なな
海海
とと
自自
然然

のの
多多
いい
山山
にに
囲囲
まま
れれ
たた
ここ

のの
新新
宮宮
でで
のの
生生
活活
はは
私私
にに

はは
貴貴
重重
なな
体体
験験
とと
なな
っっ
てて

おお
りり
本本
当当
にに
感感
謝謝
しし
てて
おお

りり
まま
すす
。。
可可
能能
性性
をを
無無
限限

にに
秘秘
めめ
たた
生生
徒徒
のの
みみ
んん
なな

にに
はは
、、
限限
らら
れれ
たた
高高
校校
生生

活活
をを
目目
いい
っっ
ぱぱ
いい
楽楽
しし
んん

でで
夢夢
をを
つつ
かか
んん
でで
もも
らら
いい

たた
いい
でで
すす
。。
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弓弓
道道
部部
はは
現現
在在
、、
男男
子子

５５
人人
、、
女女
子子
７７
人人
のの
計計
1122

人人
でで
活活
動動
しし
てて
いい
まま
すす
。。

人人
数数
はは
そそ
れれ
ほほ
どど
多多
くく
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
毎毎
日日
熱熱

心心
にに
活活
動動
しし
てて
いい
まま
すす
。。

高高
校校
生生
かか
らら
始始
めめ
たた
人人
がが

多多
くく
、、
スス
タタ
ーー
トト
のの
差差
がが

ああ
まま
りり
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
まま

たた
団団
体体
戦戦
のの
ほほ
かか
、、
個個
人人

戦戦
もも
ああ
りり
、、
一一
人人
一一
人人
のの

鍛鍛
錬錬
がが
結結
果果
にに
結結
びび
つつ
きき

まま
すす
。。

先先
日日
６６
日日
にに
行行
わわ
れれ
たた

第第
6633
回回
近近
畿畿
高高
等等
学学
校校
弓弓

道道
大大
会会
にに
、、
２２
年年
生生
のの
中中

芝芝
麻麻
実実
ささ
んん
がが
出出
場場
しし
まま

しし
たた
。。
結結
果果
はは
予予
選選
８８
射射

のの
うう
ちち
４４
中中
とと
、、
決決
勝勝
まま

でで
ああ
とと
一一
息息
とと
いい
うう
とと
ここ

ろろ
でで
しし
たた
。。

弓弓
道道
はは
日日
本本
古古
来来
のの
武武

道道
のの
一一
つつ
でで
ああ
りり
、、
心心
・・

技技
・・
体体
のの
充充
実実
がが
求求
めめ
らら

れれ
るる
競競
技技
でで
すす
。。
クク
ララ
ブブ

員員
はは
、、
毎毎
日日
のの
練練
習習
のの
中中

でで
、、
礼礼
儀儀
作作
法法
やや
立立
ちち
居居

振振
るる
舞舞
いい
なな
どど
をを
身身
にに
つつ

けけ
、、
技技
術術
のの
充充
実実
とと
精精
神神

面面
のの
成成
長長
をを
目目
指指
しし
てて
いい

まま
すす
。。

毎毎
年年
1111
月月
にに
はは
本本
校校
弓弓

道道
場場
とと
新新
宮宮
弓弓
道道
場場
でで
新新

人人
戦戦
がが
行行
わわ
れれ
、、
そそ
れれ
にに

向向
けけ
てて
日日
々々
練練
習習
をを
重重
ねね

てて
いい
まま
すす
。。
日日
々々
のの
鍛鍛
錬錬

がが
結結
果果
とと
なな
っっ
てて
表表
れれ
るる

よよ
うう
、、
なな
おお
一一
層層
練練
習習
にに

励励
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。

応応
援援
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい

いい
たた
しし
まま
すす
。。
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察察
にに
相相
談談
すす
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学学
者者
選選
抜抜
にに
つつ
いい
てて
説説
明明
ささ

せせ
てて
頂頂
きき
、、
そそ
のの
後後
、、
本本
校校

のの
１１
学学
年年
担担
任任
教教
員員
とと
中中
学学

校校
のの
先先
生生
方方
とと
のの
懇懇
談談
会会
をを

持持
たた
せせ
てて
頂頂
いい
たた
。。

学学
校校
長長
はは
、、
本本
校校
のの｢｢

４４

つつ
のの
教教
育育
目目
標標｣｣

にに
つつ
いい
てて

説説
明明
しし
、、
本本
校校
のの
教教
職職
員員
がが

生生
徒徒
一一
人人
一一
人人
のの
希希
望望
進進
路路

実実
現現
をを
保保
障障
すす
るる
よよ
うう
にに
一一

丸丸
とと
なな
っっ
てて
生生
徒徒
にに
関関
わわ
りり
、、

進進
学学
・・
就就
職職
指指
導導
でで
効効
果果
をを

上上
げげ
てて
いい
るる
ここ
とと
なな
どど
をを
話話

ささ
れれ
たた
。。

とと
、、
協協
議議
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。

参参
加加
ささ
れれ
たた
方方
かか
らら
ささ
まま

ざざ
まま
なな
意意
見見
をを
いい
たた
だだ
きき
、、

今今
後後
のの
学学
校校
運運
営営
にに
役役
立立
てて

てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
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今今年年度度､､ 本本校校地地元元のの佐佐野野区区､､ 三三

輪輪崎崎区区よよりり両両区区のの区区民民行行事事にに出出演演､､

出出展展のの依依頼頼をを受受けけ､､ 地地域域文文化化にに貢貢

献献すするるたためめ､､ 美美術術部部､､ 書書道道部部､､ 家家

庭庭科科ククララブブのの作作品品展展示示とと､､ ２２年年生生

生生涯涯ススポポーーツツ選選択択生生徒徒のの ｢｢熊熊野野ハハ

レレヤヤ音音頭頭｣｣､､ ３３年年生生防防災災デデザザイインン

選選択択生生徒徒にによよるる ｢｢防防災災紙紙芝芝居居｣｣ をを

披披露露すするるここととととななっったた｡｡

1100月月2222日日､､ 2233日日ににはは三三輪輪崎崎区区民民

祭祭にに美美術術部部､､ 書書道道部部がが作作品品をを展展示示｡｡

2244日日ににはは同同区区民民祭祭のの芸芸能能祭祭でで､､

｢｢熊熊野野ハハレレヤヤ音音頭頭｣｣ ｢｢防防災災紙紙芝芝居居｣｣

をを披披露露ししたた｡｡

ままたた今今月月1133日日､､ 1144日日ににはは佐佐野野区区

民民展展にに美美術術部部､､ 家家庭庭科科ククララブブがが作作

品品をを展展示示ししたた｡｡

今今後後ととももここののよよううなな機機会会ががああれれ

ばば､､ 本本校校のの活活動動をを地地域域にに広広めめるるここ

ととにに取取りり組組んんででいいききたたいい｡｡
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